
　「訪問看護」をご存じですか？「聞いたことはある」
「知らないなあ」「今受けています」いろいろな返事
が返ってくることと思います。訪問看護とは、看護
師が利用者の自宅を訪問し、日常生活を送るための
医療的な処置をすることです。
　近年、入院期間を短くして、できるだけご自宅で
過ごしていただくために、退院後も点滴や体に入っ
たチューブ類の扱い、きずの処置などの継続が必要
となるケースも増えています。そして今後もこの傾
向は増加していくことと思われます。そこで主治医
の指示のもと、自宅でも不安なく生活していただけ

るよう支援することが、訪
問看護師の役割です。
　上野総合市民病院では、
予防から治療、療養から在
宅へと切れ目のない医療を
実現していくため、昨年 4
月、訪問看護室を開設しました。入院中の患者さん
の退院準備のための外泊日訪問、退院日の同行訪問
は、安心感を持っていただけ、また見つかった課題
にその場ですぐ対応でき、効果的です。
　誰もが「住み慣れた家・地域で、安心して自分ら
しい生活を送りたい」と望みます。訪問現場は、笑
いあり、涙あり。ご利用者や、ご家族の気持ちを大
切に、親切、丁寧な看護を心がけています。
　訪問看護に関するご相談を随時受けつけていま
す。訪問看護ステーション ( ☎ 24-1111) へ、お気
軽にお問い合せください。
（上野総合市民病院
　訪問看護ステーション　管理者　宮本　美千代）
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予防から治療、療養から在宅へ。切れ目のない医療を実現するため

訪問看護をご利用ください
カラ
ダのこ

と
おしえて！

昨日よりも
健康に。

カラダの話

【問い合わせ】　上野総合市民病院　☎ 24-1111
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。


